
組
み
を
提
起
し
ま
し
た
。

　
清
水
企
画
管
理
部
長
は

「
本
市
で
は
平
成
22
年
度
に

広
島
市
か
ら
の
要
請
を
受
け

て
金
沢
市
や
福
井
県
坂
井
市

と
と
も
に
『
ヒ
ロ
シ
マ
原
爆

展
』
を
開
催
し
た
。今
後
と
も

そ
の
時
と
同
様
に
国
や
他
の

地
方
公
共
団
体
な
ど
か
ら
要

請
が
あ
れ
ば
、
適
切
に
対
応

し
た
い
」と
答
え
ま
し
た
。

修
学
旅
行
で
ヒ
ロ
シ
マ
に

行
か
な
い
学
校
も
…

　
赤
星
市
議
は
、「
次
世
代
へ

語
り
継
ぐ
努
力
が
い
っ
そ
う

大
切
」と
し
、
中
学
校
の
修
学

旅
行
に
つ
い
て
、
最
近
の
広

島
・
長
崎
訪
問
の
実
態
を
問

い
ま
し
た
。

　
関
谷
教
育
委
員
会
事
務
局

長
が
答
弁
し
、市
立
の
全
25
中

学
校
の
う
ち
修
学
旅
行
で
広

島
を
訪
問
し
て
い
る
中
学
校

数
は
、
令
和
４
年
度
が
20
校
、

５
年
度
15
校
、
６
年
度
19
校

日
本
共
産
党
は
20
年
以
上
前
か
ら

拡
充
を
求
め
て
き
ま
し
た

核
兵
器
の
な
い
世
界
め
ざ
し

被
爆
の
実
相
伝
え
る
取
り
組
み
を

富山市議会
９月・１２月  
定例会

軽
減
さ
れ
、
そ
の
範
囲
内
で

実
施
で
き
る
こ
と
も
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

藤
井
市
長「
決
断
の
時
」

　
吉
田
市
議
が
「
森
・
前
市
長

も
、
藤
井
市
長
も
対
象
拡
大
に

は
消
極
的
で
あ
っ
た
が
な
ぜ

今
回
、
踏
み
切
っ
た
の
か
」
と

問
う
と
、
市
長
は
、
子
育
て
世

代
の
暮
ら
し
が
厳
し
く
な
っ

て
お
り
「
い
ま
決
断
の
時
」
と

考
え
た
と
述
べ
ま
し
た
。

　
藤
井
市
長
は
９
月
定
例
会

で
、
こ
ど
も
医
療
費
無
料
化

の
対
象
を
２
０
２
５
年
か
ら

18
歳
ま
で
拡
大
す
る
と
表
明

し
ま
し
た
。
県
内
15
市
町
村

で
一
番
最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、
窓
口
負
担
・
所
得
制
限

な
し
で
制
度
水
準
は
北
信
越

の
県
都
で
ト
ッ
プ
で
す
。

費
用
は
２
億
２
千
万
円

　
吉
田
市
議
は
歓
迎
・
評
価

す
る
と
述
べ
ま
し
た
。
必
要

な
費
用
は
２
億
２
千
万
円
で

す
が
、
県
の
制
度
と
し
て
小

学
校
６
年
生
ま
で
県
の
制
度

が
拡
大
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

市
の
負
担
が
２
億
５
千
万
円
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戦後・被爆80年に向け

詳しくは富山市議会インターネット中継（録画）を
ごらんください。ケーブルテレビは本会議当日の生中継のみです。
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日本被団協ノーベル平和賞授賞！ 市民の運動とともに ねばりづよく

吉田おさむ議員（12月本会議）

新
年
度
予
算
に
対
す
る
要
望
書
を

提
出
。
右
か
ら
西
田
副
市
長
、
赤
星

ゆ
か
り
市
議
、
吉
田
お
さ
む
市
議

赤星ゆかり議員（12月本会議）

　
９
月
定
例
会
の
一
般
質
問
で
吉
田
お
さ
む
議
員
は
、
18
歳
ま
で
の
こ
ど
も
医
療

費
無
料
化
、「
古
洞
の
森
」の
事
業
再
開
に
つ
い
て
、赤
星
ゆ
か
り
議
員
は
、９
月
と

12
月
定
例
会
の
一
般
質
問
で
、戦
後
80
年
ー
富
山
大
空
襲
の
常
設
資
料
館
、核
兵
器

の
な
い
世
界
を
め
ざ
す
富
山
市
の
平
和
行
政
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

2024年

2025年1・２月  No.192

富
山
大
空
襲
常
設
展
示
、

「
模
擬
原
爆
」投
下
も

〒930-8510
富山市新桜町7-38

吉田議員の
←質問動画

　
２０２４年
の
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
受
賞

が
「
日
本
被
団
協
」

＝
日
本
原
水
爆
被

害
者
団
体
協
議
会

に
決
ま
り
、
12
月
10

日
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
首

都
オ
ス
ロ
で
授
賞
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
赤
星
市
議
の
質

問
日
が
ち
ょ
う
ど

こ
の
日
と
な
り
、
発
表
の
瞬

間
「
震
え
が
く
る
と
と
も
に

嬉
し
く
て
涙
が
出
て
き
た
」

と
、
受
賞
へ
の
感
激
を
述
べ

て
質
問
に
入
り
ま
し
た
。

「
世
界
に
語
り
継
ぐ
こ
と

私
た
ち
の
使
命
」と
市
長

　
藤
井
市
長
は
赤
星
市
議
の

質
問
に
、
被
団
協
の
受
賞
に

祝
意
を
表
し
、「
被
爆
者
の
立

場
か
ら
核
兵
器
廃
絶
を
訴
え

て
来
ら
れ
た
被
団
協
の
、
核

兵
器
の
な
い
世
界
の
実
現
に

向
け
て
の
長
年
に
わ
た
る
努

力
、
多
岐
に
わ
た
る
取
り
組

み
が
、
世
界
に
認
め
ら
れ
た

も
の
」「
こ
れ
ま
で
の
弛
ま
ぬ

活
動
に
改
め
て
深
く
敬
意
を

申
し
上
げ
た
い
」
と
答
え
ま

し
た
。さ
ら
に
、「
戦
争
を
知

ら
な
い
世
代
が
増
え
て
い
る

な
か
に
あ
っ
て
被
爆
地
ヒ
ロ

シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
悲
惨
な
状

況
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く

平
和
の
尊
さ
を
世
界
に
語
り

継
い
で
い
く
こ
と
は
現
在
を
生

き
る
私
た
ち
の
使
命
で
あ
る

と
考
え
る
」と
述
べ
ま
し
た
。

原
爆
パ
ネ
ル
展
開
催
な
ど

積
極
的
に
取
り
組
み
を

　
赤
星
市
議
は
、「
富
山
市
民

が
被
爆
の
実
相
に
触
れ
る
機

会
と
い
う
も
の
は
い
ま
実
際

に
は
ほ
と
ん
ど
な
い
」
と
指

摘
し
、
県
内
で
も
他
の
自
治

体
で
は
毎
年
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
が
あ
る
と
紹
介
し
、

市
と
し
て
の
積
極
的
な
取
り

市
民
の
切
実
な
声
を

届
け
る

赤星議員の
↑質問動画

　
富
山
市
議
会
日
本
共
産
党

は
12
月
26
日
、
２
０
２
５
年
度

富
山
市
予
算
要
望
書
を
提
出

し
、
西
田
政
司
副
市
長
が
応

対
。中
心
テ
ー
マ
に
つ
い
て
要

請
・
懇
談
し
ま
し
た
。要
望
は

２
４
３
項
目
で
、
地
域
の
通
学

路
整
備
や
横
断
歩
道
の
設
置
、

浸
水
対
策
な
ど
、
身
近
な
地
域

要
望
58
項
目
も
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
能
登
半
島
地
震
―
液
状
化

　
対
策
は
住
民
負
担
な
し
で

　
赤
星
市
議
は
、
被
災
住
宅
の

公
費
解
体
の
申
請
期
限
再
延

長
、
液
状
化
対
策
事
業
で
工
事

完
了
後
の
住
民
負
担
を
な
く

す
こ
と
を
改
め
て
強
く
要
請
。

ま
た
、
被
爆
・
戦
後
80
年
の
節

目
を
迎
え
る
来
年
度
、
市
と
し

て
被
爆
の
実
相
や
富
山
大
空

襲
を
語
り
継
ぐ
な
ど
の
平
和

行
政
推
進
を
求
め
ま
し
た
。

　
吉
田
市
議
は
、
介
護
保
険
の

住
宅
改
修
（
20
万
円
）
や
福
祉

用
具
は
一
旦
全
額
支
払
っ
て

後
で
戻
っ
て
く
る
償
還
払
い

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
最
初
か

ら
自
己
負
担
分
を
支
払
え
ば

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
「
受

領
委
任
払
い
」
を
導
入
す
る
よ

う
要
請
し
ま
し
た
。

　
ま
た
赤
星
市
議
は
、
八
尾
町

栃
折
集
落
で
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
の
サ
ー
ビ
ス
が
終
了
し
、ア
ン

テ
ナ
を
設
置
し
て
も
地
デ
ジ

テ
レ
ビ
が
観
ら
れ
な
い
状
態

が
３
年
近
く
続
い
て
お
り
、
早

急
な
対
策
を
要
請
し
ま
し
た
。

　
吉
田
市
議
は
、「
古
洞
の
森
」

の
事
業
再
開
が
見
通
せ
な
い

状
況
に
な
っ
て
お
り
、
市
と
し

て
、
事
業
者
に
寄
り
添
い
可
能

な
支
援
を
行
う
よ
う
、
つ
よ
く

求
め
ま
し
た
。

本
来
は
国
が
や
る
べ
き

　
さ
ら
に
藤
井
市
長
は
、
政

府
は
異
次
元
の
少
子
化
対
策
、

子
育
て
支
援
と
い
う
の
で
あ

れ
ば
、
自
治
体
で
競
わ
せ
る

の
で
な
く
、
国
の
制
度
と
し

て
や
る
べ
き
と
付
け
加
え
ま

し
た
。
吉
田
市
議
は「
同
感
だ
」

と
応
じ
ま
し
た
。

最
初
は
共
産
党
だ
け
の
主
張
で

も
、
全
会
派
へ
拡
が
る

　
日
本
共
産
党
は
20
年
以
上

前
か
ら
、
こ
ど
も
医
療
費
無

料
化
の
対
象
拡
大
を
訴
え
て

き
ま
し
た
。
最
初
は
共
産
党

だ
け
の
主
張
で
も
、
粘
り
強

く
取
り
組
む
中
で
、
２
０
１

７
年
に
は
全
会
派
一
致
で
市

長
に
申
し
入
れ
、
中
学
３
年

生
ま
で
の
拡
大
が
実
現
し
ま

し
た
。
学
校
給
食
費
の
無
償

化
で
も
全
会
派
の
合
意
が
す

す
ん
で
い
ま
す
。

2025年度
予算要望

富山市のこども医療費

18歳まで無料化を拡大
2025 年度から

で
、
長
崎
を
訪
問
し
た
学
校

は
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。赤
星
市
議
は
、「
修
学

旅
行
で
被
爆
地
に
行
か
な
け

れ
ば
一
生
訪
れ
る
機
会
が
な

い
か
も
」と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
赤
星
市
議
は
９
月
に
も
富

山
大
空
襲
資
料
の
常
設
展
示

を
求
め
る
質
問
を
し
、
富
山

市
に
４
発
の
模
擬
原
爆
「
パ

ン
プ
キ
ン
爆
弾
」
が
投
下
さ

れ
63
人
も
の
命
が
犠
牲
に

な
っ
た
こ
と
も
調
査
し
て
語

り
継
ぐ
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
大
澤
市
民
生
活
部
長
は

「
模
擬
原
爆
の
投
下
か
ら
79

年
経
過
し
、
投
下
場
所
や
被

害
者
数
な
ど
詳
細
を
確
認
す

る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
あ

る
が
、
空
襲
に
関
す
る
資
料

の
収
集
と
併
せ
て
情
報
収
集

し
た
い
」と
答
弁
し
ま
し
た
。



公
費
解
体
申
請
受
付‒

再
延
長

　
ま
た
舟
﨑
環
境
部
長
は
、
家

屋
の
解
体
の
決
断
に
時
間
を

要
す
る
方
々
も
多
く
、
現
在
３

月
ま
で
と
し
て
い
る
被
災
住
宅

の
公
費
解
体
の
受
付
を
再
延

長
し
た
い
と
答
弁
し
ま
し
た
。 東蓮町公民館での市の説明会（2024年 12月 14日）

利
用
率
は 

22
・
４
％
　

　
12
月
定
例
会
で
、
マ
イ
ナ
保
険

証
は
国
保
の
被
保
険
者
の
69
％

が
登
録
、
利
用
率
は
22
・
４
％
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
吉
田
市
議
は
利
用
率
が
ま
だ

低
く
、
12
月
２
日
以
降
、
新
た
に

従
来
の
保
険
証
は
発
行
さ
れ
な

R５年度決算

　
赤
星
市
議
は
、３
月
、６
月
、９

月
議
会
に
続
き
、能
登
半
島
地
震

で
被
災
し
た
住
宅
復
旧
へ
の
支

援
等
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

地
下
水
位
低
下
工
法
の
ポ
ン
プ

の
維
持
費‒

年
間
４
８
０
万
円

　
液
状
化
被
害
の
ひ
ど
か
っ
た

東
蓮
町
の
住
民
を
対
象
に
12
月

14
日
、「
液
状
化
防
止
対
策
の
調

査
結
果
等
に
係
る
説
明
会
」が
開

催
さ
れ
、「
地
下
水
位
低
下
工
法
」

の
工
事
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
赤
星
市
議
は
そ
れ
に
先
立
つ

12
月
10
日
の
一
般
質
問
で
、「
一

番
心
配
さ
れ
て
い
る
の
は
地
下

水
位
低
下
工
法
の
場
合
、
高
額
な

維
持
管
理
費
を
住
民
負
担
と
し

て
提
案
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
」
と
、
住
民
の
不
安

や
切
実
な
要
望
を
伝
え
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
被
災
住
民
が
困
難
な

状
況
に
あ
る
上
に
負
担
を
求
め

る
こ
と
は
住
民
合
意
（
同
意
が
な

い
と
事
業
は
で
き
な
い
）
の
大
き

な
妨
げ
に
も
な
る
、
先
例
の
熊
本

市
で
は
維
持
管
理
費
の
住
民
負

担
は
な
い
と
し
、「
ぜ
ひ
住
民
に

寄
り
添
っ
た
液
状
化
防
止
対
策

事
業
と
し
て
住
民
負
担
の
な
い

事
業
と
す
る
よ
う
に
、
市
長
に
答

弁
を
求
め
ま
し
た
。

　
藤
井
市
長
は
、「
で
き
る
だ
け
住

民
の
負
担
が
な
く
な
る
よ
う
な

方
向
で
い
く
の
が
我
々
の
ス
タ

ン
ス
」「
い
ま
議
員
が
お
っ
し
ゃ
っ

た
よ
う
な
意
見
も
重
々
ふ
ま
え

て
我
々
と
し
て
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
12
月
14
日
の
説
明
会

で
は
年
間
４
８
０
万
円
の
維
持

管
理
費
が
住
民
負
担
と
し
て
提

案
さ
れ
、
住
民
か
ら
怒
り
の
声
が

上
が
っ
て
い
ま
す
。市
は
市
長
答

弁
を
ま
も
り
、
住
民
に
負
担
さ
せ

な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
す
。

被
災
住
民
に
負
担
さ
せ
な
い
で
！

中
心
部
に
偏
っ
た

税
金
の
使
い
方
改
め
る
べ
き

公費解体中の被災住宅（東蓮町）

市役所前にずらりと並んだ「アヴィレ」
　（自転車市民共同利用事業）
左は吉田おさむ市議　撮影：赤星ゆかり市議

「
住
民
負
担
な
く
な
る
方
向
で
」と
答
弁

「
資
格
確
認
書
」と
併
用
を

　
吉
田
市
議
は
９
月
定
例
会
の

一
般
質
問
で
、
地
方
紙
18
社
の

「
合
同
ア
ン
ケ
ー
ト
」（
８
月
実

施
）の
回
答
で
、「
マ
イ
ナ
保
険
証

の
導
入
は
や
め
て
」が
42
・
０
％
、

「
現
行
保
険
証
を
残
し
て
・
選
択

制
」が
39
・
８
％
、「
マ
イ
ナ
保
険

証
一
本
化
賛
成
」は
18
・
３
％
で

あ
る
こ
と
を
紹
介
し
、い
ま
だ
国

民
の
理
解
と
徹
底
が
進
ん
で
い

な
い
と
指
摘
。

　
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
立

場
か
ら
、
当
面
、
マ
イ
ナ
保
険
証

と「
資
格
確
認
書
」と
の「
併
用
」

が
最
善
だ
と
述
べ
、
来
年
度
は
、

被
保
険
者
全
員
に
「
資
格
確
認

書
」を
交
付
し
て
は
ど
う
か
と
提

案
し
ま
し
た
。古
西
福
祉
保
健
部

長
は
、「
マ
イ
ナ
保
険
証
登
録
を

し
て
い
る
人
に
も
『
資
格
確
認

書
』を
送
付
す
る
と
、
か
え
っ
て

混
乱
を
招
く
の
で
考
え
て
い
な

い
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

く
な
る
が
、
国
保
の
場
合
２
０
２

５
年
７
月
末
の
有
効
期
限
ま
で

使
え
る
こ
と
を
、
繰
り
返
し
周
知

す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
介
護
施
設
入
所
者
全
員
に

「
資
格
確
認
書
」の
交
付
を

　
マ
イ
ナ
保
険
証
登
録
を
し
て

い
る
人
に
は
「
資
格
確
認
書
」
が 赤星議員の

↑質問動画

赤星議員の
↑討論動画
22 分 52 秒頃
から登壇します

吉田議員の
↑質問動画

赤星議員
一般質問

吉田議員
一般質問

市
長

紙の保険証 発行せずー

マイナ保険証
ていねいな対応を

12/2~
利用できない人に

　
令
和
５
年
度
富
山
市
一
般
会
計

決
算
に
つ
い
て
、
11
月
29
日
の
本

会
議
で
、
以
下
の
理
由
を
示
し
て

反
対
討
論
を
行
い
ま
し
た
。赤
星

市
議
が
討
論
に
立
ち
ま
し
た
。

● 

呉
羽
丘
陵
フ
ッ
ト
パ
ス
連
絡
橋 

　
官
製
談
合
事
件
を
起
こ
し
、
特

定
の
企
業
グ
ル
ー
プ
と
の
不
透
明

な
関
係
な
ど
の
問
題
点
が
あ
る
。

つ
り
橋
に
８
億
円
余
、
周
辺
広
場

整
備
に
１
億
４
千
万
円
余
、
合
わ

せ
て
約
21
億
円
が
支
出
さ
れ
た

が
、必
要
性
、妥
当
性
に
疑
問
。

● 

青
い
自
転
車「
ア
ヴ
ィ
レ
」

　
事
業
開
始
か
ら
15
年
間
で
、（
運

営
費
補
て
ん
の
た
め
）
一
般
会
計

と
市
民
文
化
事
業
団
か
ら
支
出
し

た
広
告
費
は
約
３
億
６
千
万
円
に

の
ぼ
る
。「
ア
ヴ
ィ
レ
」
は
１
台
あ

た
り
平
均
回
転
数
１
日
０
・
82
回
、

１
回
９
・
24
分
。市
は
あ
と
15
年

も
続
け
る
姿
勢
を
見
直
す
べ
き
。

● 

フ
ラ
ワ
ー
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト

　
令
和
５
年
度
６
４
５
０
万
円

余
。中
心
部
だ
け
の
花
に
、こ
れ
だ

け
高
額
な
費
用
は
妥
当
な
の
か
。

● 

中
央
通
り
D
北
地
区
再
開
発

　
地
上
24
階
建
て
、
分
譲
マ
ン

シ
ョ
ン
約
２
２
０
戸
、
ス
ケ
ー
ト

リ
ン
ク
、商
業
、駐
車
場
な
ど
の
大

規
模
な
市
街
地
再
開
発
事
業
。

　
当
初
、完
成
は
令
和
３
年
の

予
定
だ
っ
た
の
が
、
４
年
、
６

年
、
７
年
、
９
年
と
大
幅
に
遅

れ
、全
体
事
業
費
２
２
５
億
円

と
前
回
よ
り
40
億
円
も
膨
ら

み
、そ
の
う
ち
補
助
金
は
93
億

円
と
20
億
円
も
増
え
た
。補
助

金
割
合
は
41
・
４
％
と
多
額

の
税
金
が
投
入
さ
れ
る
再
開

発
事
業
だ
が
、
公
共
性
、
持
続

可
能
性
に
つ
い
て
疑
問
。

　
　
＊
　
　
＊
　
　
＊

　
赤
星
議
員
は
、「
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
を
象
徴
す
る
こ
れ

ら
の
政
策
は
、将
来
を
見
つ
め

見
直
し
を
強
く
求
め
る
」と
強

調
。物
価
高
騰
が
続
き
市
民
生

活
の
厳
し
さ
が
増
す
な
か
、能

登
半
島
地
震
の
被
害
、気
候
変

動
に
よ
る
猛
暑
や
豪
雨
な
ど

へ
の
不
安
も
高
ま
っ
て
お
り
、

「
来
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
っ

て
は
、市
民
の
い
の
ち
・
暮
ら

し
や
営
業
を
ま
も
り
、
医
療
・

福
祉
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
・

遊
び
の
環
境
充
実
や
、保
護
者

負
担
の
軽
減
を
最
優
先
に
す

る
こ
と
を
求
め
る
」と
、
討
論

を
し
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
呉
羽
池
多
・
三
熊
の
『
と
や
ま
古

洞
の
森
』は
、「
市
の
施
設
」と
し
て
は

令
和
５
年
３
月
末
で
廃
止
さ
れ
ま
し

た
。そ
の
後
、
同
年
秋
に
民
間
事
業
者

に
よ
る
施
設
の
利
活
用
が
決
ま
り
、

６
年
春
に
も
事
業
再
開
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
能
登
半
島
地
震
の

被
害
な
ど
も
あ
り
い
ま
だ
再
開
時
期

の
見
通
し
が
ハ
ッ
キ
リ
し
な
い
事
態

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
９
月
定
例
会
の
吉
田
市
議
の
質
問

に
、
事
業
再
開
の
時
期
に
つ
い
て
高

柳
農
林
水
産
部
長
は
「
温
泉
施
設
は

冬
前
の
再
開
を
め
ざ
し
て
い
る
」
と

述
べ
ま
し
た
が
、
事
業
再
開
は
実
現

し
て
お
ら
ず
、
事
業
者
に
寄
り
そ
っ

た
対
応
が
必
要
で
す
。

　
吉
田
市
議
は
、
指
定
管
理
者
制
度

で
も
経
営
は
厳
し
か
っ
た
、
事
業
開

始
後
も
何
ら
か
の
支
援
が
必
要
で
は

と
提
起
。部
長
は「
現
在
の
と
こ
ろ
考

え
て
い
な
い
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

「
古
洞
の
湯
」 
再
開
へ
支
援
を
！

「
古
洞
の
湯
」 
再
開
へ
支
援
を
！

液状化
防止対策

能登半島
地震

交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。利
用
が
困

難
な
重
度
障
害
者
や
介
護
施

設
入
所
者
に
対
し
て
は
、
特
別

な
対
応
が
必
要
だ
と
指
摘
。

　
特
に
マ
イ
ナ
保
険
証
登
録

を
し
て
い
る
介
護
施
設
入
所

者
に
対
し
て
は
、
家
族
・
施
設

の
協
力
を
得
て
、
申
請
に
よ

り
、
結
果
と
し
て
、
入
所
者
全

員
に
「
資
格
確
認
書
」
を
交
付

す
る
よ
う
、
丁
寧
な
取
り
組
み

を
訴
え
ま
し
た
。


